
区分 テーマ 地域課題の概要

④安全・安心な暮ら
しの確保

がん検診の受診率の向上
・各市町において受診啓発に係る取組等を行っている
ものの、受診率が伸び悩んでいる。

市町名

呉市

竹原市

大竹市

江田島市

海田町

府中町

熊野町

坂町

安芸太田町

世羅町

岩国市

柳井市

周防大島町

上関町

がん検診の受診啓発について、市広報誌、市HP、ケーブルテレビやポスター掲示及びチラシ配布にて行って
いるが、がん検診受診率の伸び悩みが続いており、市民へのより効果的な啓発が課題となっている。
現在関心がない人に対して、がん検診受診の意識づけに繋がる取組を検討していただきたい。

集団検診に加え個別診断やセット診断を行っているが、受診率は伸び悩んでいるため、受診率向上に有効な
方策を検討していただきたい。

がん検診の案内文の送付等、受診勧奨の取組を行っているが受診率は低く、成果が出ていない。
がん検診の受診率向上に向けた新たな取組を検討していただきたい。

広報誌や節目年齢への個別通知を行っているが、がん検診受診率は伸び悩んでいる。がん検診の受診率が伸
び悩んでいる要因とその解決策を検討していただきたい。

若年層のがん検診の受診に対する意識を高める取組について検討していただきたい。

受診者数は徐々に回復傾向にはあるが、目標値には到達できていない。
若い世代の健康知識の習得・意識の向上のための効果的な取組を検討していただきたい。

子宮頸がん検診については、20歳から40歳までの対象者全員に受診券を送付し、30歳になる方の自己負担金
を無料とし、無料券対象者のうち未受診者には勧奨通知を送付するなどの取組を行っているものの、受診率
は伸び悩んでいる。
受診率の向上について、受診・未受診者の分析や受診勧奨等の効果的な取組について検討していただきた
い。

受診率向上につながる効果的な受診勧奨（世代別の取組方法など）について検討していただきたい。

20代の子宮頸がん検診受診率向上につながる効果的な啓発を、大学生の視点から検討していただきたい。

現状行っている受診勧奨等では、受診率がなかなか伸びておらず、町における勧奨方法に限界がある。効果
的な受診勧奨の方法を検討していただきたい。

効果的な受診勧奨資材（無料）を検討していただきたい。

クーポン券の利用率やがん検診の受診率が伸び悩んでいる。受診率向上につながる効果的な情報発信や受診
勧奨の方法について検討・実践していただきたい。

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学・高校等に期待する取組＞

大学・高校等に期待する取組

受診率向上に関する取組を大学・高校等と協働で実施することで、学生・生徒自身が、がんに関する知識を
身につけ、ヘルスリテラシーが向上するような取組を検討していただきたい。

若い世代に対して検診受診の必要性を伝える取組を検討していただきたい。
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市町名 大学・高校等に期待する取組

田布施町

浜田市

出雲市

飯南町

益田市

邑南町

新たな受診者に繋がる効果的な啓発手法について検討していただきたい。

がん検診受診率は低い水準で推移しており、検診を受ける必要性を理解してもらえる周知方法を検討してい
だきたい。特に、40・50代へのアプローチとして、親世代への効果的な啓発方法を検討していただきたい。

当町においてもがん検診の受診率の伸び悩みは課題と感じている。
働き盛り世代のがん検診の受診率向上について効果的な取組を検討していただきたい。

受診勧奨や無料受診の取組を行っているが、全体的な受診率は低く伸び悩んでいる。
受診率上位の自治体が行っている取組や施策について調査し、広島広域都市圏内の他市町においても実現可
能な取組を提案してほしい。

健康寿命の延伸に向けがん対策は重要課題であり、効果的ながん検診のあり方について検討していただきた
い。

乳がんの死亡率が県内平均より高いものの、がん検診受診率は県内で低い状況である。
未受診者勧奨通知【コールリコール】、ＳＮＳ等での勧奨、大学生・高校生による受診啓発【保護者向け、
地域イベント等】、大学への子宮がん検診車の配車による検診実施等、受診率向上につながる方法について
検討していただきたい。
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